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 クリスマスおめでとうございます。 

 九州バプテスト神学校は、諸教会・伝

道所の皆様の熱い祈りとご支援に支え

られながら、教会と共に、主に仕える神

学校としての歩みを続けさせていただ

いていますことを感謝申し上げます。 

 主の降誕に関する記事の中に、「神の言が荒野でザ

カリヤの子ヨハネに臨んだ」（ルカ福音書３章２節）との

御言が記されています。孤独なる人間が神の介入を受

けて、新しい使命に歩もうとする様子が描写されていま

す。「臨んだ」とは、「来た」「生まれた」「立った」という意

味があり、神の言によって新しくされ、新しい使命に向

かって歩もうとする在りかたの多様性を示しています。

それも「荒野で」という人間にとって苦難と試練の只中

で、神の介入の意味が伝えられているのです。私は、こ

の主の降誕を迎える度に、この御言に自らの名前をい

れて「神の言が荒野で城前和徳に臨んだ」と読んで、

自らの信仰を再確認し、主に従う器とされた者として、

原点に立ち返ることを示された時として受け入れ、新し

い年に向かっての再出発とさせていただいております。 

 主イエス誕生の際に、両親となった「マリヤとヨセフ」

も、自分たちの存在の中に、神の介入を受けることなし

には、その使命を果たすことはできませんでした。まさ

に、人生の途上において、神の介入を受けることによっ

て、新しくされ、新しい歩みをすることができたのです。

私たちクリスマスを迎えるとき、主イエスの御降誕の事

実と現実に耳を傾けつつ、この時代に御言を伝える器

として、「神の言が臨んだ」ことをあらたに覚えたいもの

です。神学校で御言を伝える器としての学びをしている

神学生一人ひとりと講師も、自らに「神の言が臨んだ」

事実を受け入れて、研鑽の時を過ごしております。 

 九州バプテスト神学校の基本方針は、「キリストのから

だ」なる教会に仕える積極性と成人性（成熟性）を備え

る人材の育成に努めていきたいとの祈りを受けて、共に

教会の現場を中心にした神学の学びを通して、教会を

建て上げていく姿勢、感性を養う人材育成に努めてお

ります。特に、神学生一人ひとりは献身の自覚と教会の

祈りによって派遣された公的存在であることを覚えて学

んでおります。それゆえに、諸教会との対話を大切に

し、より教会に密着した「キリストのからだ」なる教会に仕

える器として、御言に聴きつつ、学びを深くしていきたく

祈っております。今年はこれらの祈りに支えられて、カリ

キュラムの充実は勿論のこと、毎年開催されるスクーリ

ング（３泊４日）において、2015年は「教会とは」－主告

白に生きる－とのテーマのもと、神学生と講師が寝泊り

を一緒にしての神学の研鑽と交わりを大切にしておりま

す。宣教センターの働きとして、「教会形成協議会」（牧

師と信徒の協働）を１月１０日～１１日に実施し、福音宣

教の使命のために、牧師と信徒が協働して教会形成を

担うあり方を研鑽します。また、今年初めての試みであ

る「リカレント」、すなわち、プロフェショナルとしてのスキ

ルアップを目指して、現場の牧師、主事、教会役員、神

学生等の方々を対象に、２月１日～３日の日程で開催

します。講師に寺園喜基先生、小林洋一先生をお迎え

して、「地上を旅する神の民」をテーマに学びのときを

持ちます。 

 九州バプテスト神学校は、「働きながら学べる学校」で

す。特に壮年の方々の献身を祈っております。インター

ネット、DVDによる通信制もありますので、ぜひ九州バ

プテスト神学校で学んでくださいますようお待ちしてお

ります。 
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神の言が臨んだ神の言が臨んだ神の言が臨んだ神の言が臨んだ    

九州バプテスト神学校校長 和白バプテスト教会牧師 城前和徳 

＜3ページから続きます＞☞ 

「うちの教会ではこうですから」と紙一枚渡して

終わりとか、逆に「おっしゃるとおりですね」、

とパッと変えてしまえるなら楽でしょうけれど

も、そうはせずに、あえて手間をかける。「神学

する」とはまさにこの手間、プロセスそのもので

す。 

 このように教会が「神学する」ことを大事にす

るための試みの一つとして、宣研が長年取り組ん

できたものに「式文」作成プロジェクトがありま

す。「式文」とは、例えば主日礼拝の式次第のよ

うに、教会で行う様々な式に関して、それを定め

たものです。教派によっては「祈祷書」ですね。

この式、この場面ではどう祈るべきか、というよ

うな。でも、それを拒否したのがバプテストなの

に、なぜわざわざ「式はこういうふうにしなさい

というようなもの」を作るのか、矛盾じゃないか

と言われると思うし、言われないと困るのです。

「連盟の諸教会は、これからは全て宣研が作る式

文に則って式を行ってください」などということ

になったら、今まで話してきたバプテストのアイ

デンティティはどこに行ってしまったのか！とい

うことになりますから。それでもあえて今、宣研

がこれをするのは、それを「たたき台」として、

皆さんが教会で「神学する」その道具として使っ

ていただきたいからなのです。 

注1：この原稿は2015年1月24日開催「きたかん壮年会研修

会」での講演記録を大幅に加筆・修正したものです。 

＜役員会よりお詫び＞ 

本シリーズ第１回（2015年５月１日発行）において掲載しました文中の牧師早期離任に関する記載につい

て、執筆者の本意を正しく共有できていない事象があることを確認し、執筆者である松見享子先生より以下

のコメントをいただきました。執筆者にご迷惑をおかけしたことを心からお詫びいいたします。 

 86号でご紹介した牧師の離任に関するデータが、誤った数値や本来の文脈を無視した形で、複数の

公の会議の席上で引用されていることを大変遺憾に思っています。今回のデータは、あくまでも一人

でも多くの牧師が教会員との心の通じ合う良い環境の中で、継続してその働きを担えるように、辞任

理由の全てを牧師に帰すのではなく、その背後にある様々な要因も考慮しながら教会にも一緒に考え

ていただきたいという趣旨でご紹介したものであることをご理解、ご留意いただけましたら幸いで

す。（宣教研究所・松見享子） 

＜第＜第＜第＜第2222回奨学金委員会報告＞回奨学金委員会報告＞回奨学金委員会報告＞回奨学金委員会報告＞    開催：2015年11月14日（土） 於）連盟事務所 

● 西南学院大学神学部より卒業予定者7名（大学院3名、専攻科1名、選科1名、学部2名）の動静につい

て説明を受ける。この時点で4名は招聘先と調整中、他の3名は大学院進学希望と招聘先が決定。 

● 10月24日西南学院大学にて2016年度転入・編入学生との面談を実施した。 

● 2016年度貸与奨学金申請者（在学生分）の審査を実施し、13名の申請者を認定した。 
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「バプテストにおける伝道者養成」その４(注１） 

日本バプテスト連盟宣教研究所非常勤所員・恵泉バプテスト教会協力牧師 松見享子 

教会内で当たり前のように使っている言葉やプ

ログラム、ふるまいを見直してみること、これも

教会が「神学する」ことにつながります。今の多

くの教会は、その教会を立てあげた世代から、少

し下の方々に引き継がれていると思います。最初

の方々というのは、この日本でバプテスト教会を

一から形作ったのですから、バプテストにふさわ

しい礼拝のあり方とは何か、例えば礼拝の中での

用語の使い方、それこそガウンを着るべきか脱ぐ

べきか、というような議論を一つひとつ重ね、そ

うして今私たちが引き継いでいる形があるわけで

す。けれども、その形や結果は知っていても、そ

こに至った過程は知らないということは多いので

はないでしょうか。なぜ教会の総会を開くのか、

なぜこういう組織図になっているのか、そこには

先人たちがそれによって表そうとしたバプテスト

の信仰の本質、神学があるはずで、今ある形は、

その時点では最もふさわしいと選び取られてでき

た形なのでしょう。でも、もしかしたら今の状況

には合っていないかもしれない。そうすると、そ

の形が出来た背景や信仰の本質の部分など、積み

上げられてきたものをきちんと理解した上で、変

えてはならない本質を表すためにもっと良い形が

あるのなら、そこは柔軟に変えていくということ

も起こり得るでしょう。もちろん結果的に何も変

えないことを選びとった場合でも、そうした確認

や共有が教会全体でなされた、そのプロセス自体

が、その後の教会形成にとって大きな意味を持つ

はずです。 

あるいは神やイエス・キリストや愛…、そんな

信仰を言い表す根本的な言葉から、伝道や宣教の

ように、教会の働きを表す言葉まで、教会内で

使っている言葉がありますね。でも、いざその中

身や意味するところを教会員に聞くと各々違う理

解をしているということもあります。例えばひと

ことで伝道といっても、ある人は聖書を直接的に

伝えることを指しているし、ある人は教会の外で

行う社会的な働きも含めて伝道なんだと捉えま

す。社会的な働きも大事にするけれど、それ自体

は伝道の副産物的なものとして捉える人もいま

す。それじゃあ、今私たちの教会では何を選び

取っていくべきだろうとみんなで考えてみる。こ

れもまさに「神学する」ことです。 

私が協力牧師をしている恵泉教会で、最近課題

になったのは主の晩餐式です。「クローズド」と

か「オープン」という言葉を聞いたことがありま

すよね。恵泉教会の主の晩餐式は、いわゆる「セ

ミオープン」になるでしょうか。毎月月初の主日

礼拝の中で、教会員、他教会員を問わず、既にク

リスチャンとして信仰生活を歩んでいる方、そし

て、その場で主の招きに応えて、近々信仰告白を

してクリスチャンになるという決心をされた方が

主の晩餐式に与ります。その他の方は待っていて

くださいということで、パンとブドウ酒を配りま

すが、その時は取る人は立って、取らない人は

座っています。ある時教会員が求道者の方から、

「あれが嫌で主の晩餐式があるときは礼拝に行き

たくない」と聞いたわけです。その教会員は「本

当にそうだ、気の毒だ」と、同じように感じた他

の教会員数人と連名で牧師・執事会に質問状を出

してこられました。「自分たちには、それが排他

的で愛のない行為だと思えるので考えて欲しい」

と。ここで牧師や執事たちが「いやいや、これが

恵泉教会の決まりですから」と言って終わったら

対話にならない。むしろ、これは良い機会だなと

私自身は思いました。というのも、その時まで私

は、求道者の方はともかく教会員は「なんで主の

晩餐式をそういう形でやっているのか」を共有し

ているものだと思っていたのです。でも、求道者

から「これは嫌だ」という意見が出たときに、

「これはあなたを排除することではないのです」

と、「私たちにとっては、もう一度十字架の死と

復活の恵みを思い起こして、その前に悔い改める

ということの表明の場所なので、ぜひそのことを

一緒に見ていてほしい」と、そして「その場に

は、あなたももちろん招かれているのです」とい

う説明がされなかった。「私たちは立っているの

にあの人は座っているのは気の毒だ」となったの

は、私たちが無意識に「主の晩餐に与っている人

たちは当然そのつもりでやっているはずだ」と

思っていたことが、実は教会員の中でさえ共有さ

れていなかったということですね。だから、これ

はもう一度みんなで、私たちの教会にとっての

「主の晩餐式」の意味を考える良い機会だなと思

いました。連盟の加盟教会の中にも、教会員限定

で主の晩餐式を行う教会もあれば、教会員、クリ

スチャンを問わず、礼拝に出席している全員で与

る教会もありますが、各々に神学的根拠があるの

です。ですので、ぞれぞれの背景ですね。同じ聖

書を読んでいて、なぜそういう違いがあり得るの

かということを学んだ上で、じゃあ、私たちは

今、どういうあり方を選び取ることが、私たちが

告白しようとしているキリストの福音を最も表す

ことになるのかを一緒に考えていく機会になれば

いいと思っています。 ☞＜4ページにつづきます＞ 

平和の主、イエス様のご降誕をお喜び申し上げま

す。 

 西南学院大学神学部で最後のアドベントを迎え

ました。三年間、全国壮年会連合の皆様の尊いお

祈りとお捧げものによって学びが守られてきまし

た。心から感謝申し上げます。 

 13年前にイエス・キリストと出会い南名古屋教

会に連なりアップダウンしながらも信仰が育ま

れ、東日本大震災とある老牧師との出会いを機に

直接献身に至りました。解放と救いの神、主イエ

スを証していきたいという思いでした。 

 そして入学以来、沢山の出会いと交わりを通し

神の愛と恵みを頂いてきました。他方、こちらも

恵みですが課題、論文、行事、教会奉仕等で余裕

のない毎日です。また寮生活は、「共に生きる」

ことを学ぶ訓練の場です。絶対化を退け、素直に

神、自分、隣人、出来事に向き合うよう迫られま

す。日々、自分の力だけでは立ちゆかない所へ追

い込まれ、不安に覆われることもあります。そん

な時、「恐れるな、私が共にいる」の言葉が響

き、本当に多くの方々のお祈りに支えられている

ことを思います。毎日の生活が神学の実践の場と

なり、神学が問いかけてきます ―神を神としてい

るか、神を信頼しているか、神と人と共に仕え生

きるとは― 問われ続けることが福音に生きること

なのだと思います。 

 新年度から女性連合での働きが与えられます。

心から感謝します。機関紙「世の光」、世界伝

道、後継者育成、沖縄、被災地支援など、教えて

頂きながら取り組んで参ります。バプテストの群

れにある教会が主にあって性を超えて連帯し神に

ある同労者として歩めることを喜びつつ。また、

バプテストの三つの神学校を覚え、ご一緒に祈り

を合わせていきたいと思います。何卒よろしくお

願いします。 

 全国壮年会連合のお働きの上に豊かな祝福があ

りますようにお祈りしています。 

天が地を高く超えているように天が地を高く超えているように天が地を高く超えているように天が地を高く超えているように    

わたしの道は、あなたたちの道をわたしの道は、あなたたちの道をわたしの道は、あなたたちの道をわたしの道は、あなたたちの道を    

わたしの思いはわたしの思いはわたしの思いはわたしの思いは    

        あなたたちの思いを、高く超あなたたちの思いを、高く超あなたたちの思いを、高く超あなたたちの思いを、高く超

えている。えている。えている。えている。    

                            （イザヤ55:9） 

 

写真は、2015年9月に参加した、ミッ

ション・ボランティア・スタディ・

ツアーでルワンダの子どもたちと交

流する米本裕見子さん 

－神学生－神学生－神学生－神学生    証し証し証し証し－－－－「インマヌエルなる主に信頼して」「インマヌエルなる主に信頼して」「インマヌエルなる主に信頼して」「インマヌエルなる主に信頼して」 

西南学院大学神学部専攻科 米本裕見子（南名古屋キリスト教会推薦） 

 神学校献金推進員として今まで

の活動を反省し、これからの取り

組みを考えてみます。 

 西九州地方連合壮年会は、１３

の教会・伝道所からなっていま

す。壮年会の活動が本格的に行わ

れたのは、１９９８年８月、第３

３回全国壮年大会を西九州が担当する為の準備か

らと記憶しています。１年前から、各教会から実

行委員を選び、月に１回嬉野教会に集まり会議を

いたしました。各教会の現状報告、情報交換な

ど、活発な交わりを行いました。そのような活動

を通し現在の西九州地方連合壮年会があります。 

 現在の壮年会の柱は、神学校献金の推進です。

各教会には様々な事情、温度差があります、しか

し私たち壮年が神学生への奨学金を支えているの

だとの思いは同じだと信じ活動を行っています。

まずは、神学校献金“０”の教会をなくすことで

す。 

 ここに長崎教会の取り組みをご紹介します。ひ

とつは、礼拝の奉仕です。神学校週間期間中、Ｄ

ＶＤを使っての神学校の紹介、宣教、賛美などを

行っています。又、年間に６回昼食の当番を行っ

ています。カレーが主なメニューですが、ソーメ

ン、豚丼など目先を変える様にしています。この

準備と後片付けが、交わりの場となっています。

このような、壮年一人ひとりの奉仕の積み重ね

が、神学校献金の一部になっているのだと信じて

います。 

 これからの西九州壮年会を考える時、第一に各

教会の神学校献金に対する温度差をなくすことで

す。そのためには、霊交会など西九州地方連合の

集まりを通し各教会とのコミュニケーションを図

りたいと思います。 

 現在西九州地方連合の諸教会から、５名の方

が、九州バプテスト神学校で学ばれています。こ

れからもこれらの方々に続いて神学校で学ばれる

方が与えられることを祈り、奉仕を続けていきた

いと存じます。  

－神学校献金（神学生奨学金献金）活動－－神学校献金（神学生奨学金献金）活動－－神学校献金（神学生奨学金献金）活動－－神学校献金（神学生奨学金献金）活動－    西九州地方連合壮年会の活動について西九州地方連合壮年会の活動について西九州地方連合壮年会の活動について西九州地方連合壮年会の活動について    

神学校献金推進委員 桑原 伸良(長崎バプテスト教会) 


